
エネルギー保存の法則
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解説

あると閉じた領域の内部に存在する内部エネルギーの総和Ｕ、その領域Ａに外部か
ら加えられるエネルギーをＱ、領域Ａから外部に放出されるエネルギー
Ｗとし、内部エネルギーの総和の変化（増減）をΔＵとしたとき、

ΔＵ＝Ｑ－Ｗ

となる。これをエネルギー恒常の法則（またエネルギー保存の法則、熱力学の第一法
則）と言う。

エネルギー保存の法則はこの宇宙における自然法則の中の基本中の基本である。こ
れは無からは決して有が生じないことを意味し、ある意味幽霊の存在を否定している
ことを示す。
もしこれが成り立たなければ、我々はこの世界について何を認識できると言うのか？
科学を学ぶ意味すらなくなる。
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